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題字は小千谷西高等学校の生徒の作品です。

回覧
R5. 1.25
第１１７号

（毎月発行）

新型コロナウィルスとの闘いが始まって以来３年が経過しました。１年前の市内の累計陽性者数は１８６名でしたが、昨年９

月末には３，３００名を超え、現在の累計値は市単位の発表が無いため不明ですが、優に４，０００名を超えていると推定さ

れます。つまり、市民の１０人に一人以上は感染経験があるという計算になります。もはや誰でも感染の可能性のあるイン

フルエンザのような存在になりつつありますが、基本的な対策を講じながらも、共存の道を探る時期に来ているようです。

住民アンケート集計結果（３）

交通手段の確保に関する不安を持つ方が増加していることを第１回目でご報告しましたが、今

号では「交通手段」の問題を取り上げます。

（２面へ続きます。）

日時： ３月１１日（土） １０：００～１１：３０
講師： 宮内ひろし（鶴岡雅義と東京ロマンチカ リードボーカル）

荒川澄恵 （ピアノ）

※講師の歌を聴いたり、参加者も一緒に歌って楽しんでいただきます。

会 場： 東栄会館 ２階

参加費： １，０００円（東夢協サポート会員 ８００円）

その他： 終了後、別会場にて懇親会を予定しています。（要予約・会費別途）

☎ ８３－４１９４

［４］交通手段について
買い物など目的別の交通手段についての回答から

は、車に依存している割合が高い実態がわかります。

その一方で、特に医療機関への通院の際に、バスや

タクシーを利用する方も多くおられます。

図4-1は、医療機関への通院時にバスまたはタク

シーを利用する人の割合を世代別に示していますが、

年齢が高くなるほどバスやタクシーを利用する方が多

いことが確認できます。

歌声サロン 開催予告
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１月～２月の主催イベント

２月 ２日 オカリナ教室

２月１６日 オカリナ教室

＜発行者＞ とうむきょう

東小千谷夢あふれるまちづくり活性化協議会 （東夢協）

代表者: 会長 新保 和之 （編集者 金井 信雄）

住所 小千谷市東栄１－５－３ （小千谷駅角バス停脇）

問合せ先 ☎ ８３－４１９４ （月～金、10:00～16:00）

住民アンケート集計結果（３） つづき

【１２月の作業実績】

ねこの手除雪応援隊員活動中！

図4-2は交通手段について困っていることについて聞いた質問に対して、バスの便の少なさ、タ

クシー料金が高いこと、バス停が遠いことの順で割合が高くなっています。

今回のアンケートでは、運転免許の返納について問う項目を追加しましたが、その回答を年代

別に示したのが図4-3です。このグラフからは、「免許無し」「返納済み」「３年以内に返納予定」に

は７０代と８０代以上が多いことがわかります。免許返納予定が「未定」「予定無し」と回答された

た中にも７０代以上がかなりの数を占めており、これらの方々は、免許返納予備軍と考えることも

できます。

自家用車を主な移動手段とする当地域で、車の運転ができない（しない）層が今後急速に増え

ていく可能性があり、交通手段の問題解決が急がれる状況です。 ⇒次号へ続く
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